
2013.6.111 広報えな 10

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス
た
ん

ぽ
っ
ぽ
で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
楽
し

く
子
育
て
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
と
し
も
市
内
在
住
の
加
藤
規

子
さ
ん
と
一
緒
に
、
楽
し
い

コ
ー
ラ
ス
を
始
め
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
１５
日
―
１１
月
の

第
１
・
第
３
土
曜
日
午
後
１
時

半
―
３
時
（
時
間
内
は
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
）

□
と
こ
ろ
　
市
共
同
福
祉
会
館

□
料
金
　
１
家
族
１
０
０
０
円

／
年

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
た
ん
ぽ
っ
ぽ
（
林
）
志
０

９
０
―
７
６
０
２
―
３
１
２
０

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
７
月
２
日
㈫
、
９
日

㈫
、
２５
日
㈭
、
３０
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

か
７セ
ブ
ン

、
８エ
イ
ト

を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
学
び
ま
す
。

【
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座
】

□
と
き
　
７
月
４
日
、
１１
日
、

２５
日
、
８
月
１
日
（
木
曜
日
）

午
後
１
時
―
３
時
（
全
４
回
）

□
内
容
　
エ
ク
セ
ル
を
使
い
、

基
本
操
作
や
表
計
算
、
グ
ラ
フ

の
作
成
方
法
を
学
び
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
受
付
期
間
　
６
月
８
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

 

イ
ワ
ク
ラ
公
園
を
出
発
し
、

見
ご
ろ
を
迎
え
る
サ
サ
ユ
リ
を

観
賞
し
な
が
ら
、
点
在
す
る
史

跡
を
巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し

ま
す
。

□
と
き
　
６
月
３０
日
㈰
　
▽
受

け
付
け
＝
午
前
９
時
　
▽
出
発

＝
午
前
９
時
半
　
▽
到
着
・
解

散
＝
午
前
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
イ
ワ
ク
ラ
公
園

（
山
岡
町
田
沢
地
内
）

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り

山
岡
志
５
６
―
３
９
２
１

　
会
員
が
作
り
上
げ
た
切
り
絵

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
白
と
黒

が
作
り
出
す
光
と
影
の
世
界
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
は
な
の
き
教
室
の
生
徒
の
作

品
も
展
示
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１
日
㈪
―
２１
日

㈰
午
前
９
時
―
午
後
４
時
（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

□
と
こ
ろ
　
明
治
天
皇
行
在
所

（
大
井
町
）（
火
曜
日
休
館
）

□
料
金
　
無
料
　
　

　
　
恵
那
き
り
絵
の
会（
安
田
）

志
２
６
―
３
５
９
５

　　
パ
ソ
コ
ン
か
ら
展
開
図
を
選

ん
で
印
刷
し
、
切
り
抜
い
て
組

み
立
て
る
紙
模
型
工
作
で
す
。

友
達
や
親
子
、
孫
と
一
緒
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

□
と
き
　
▽
講
座
Ａ
＝
７
月
３１

日
㈬
午
前
１０
時
―
午
後
３
時 

▽
講
座
Ｂ
＝
８
月
８
日
㈭
午
前

１０
時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
対
象

　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
（
小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

□
定
員
　
１５
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
５
０
０
円（
材
料
費
） 

□
持
ち
物
　
は
さ
み
、
木
工
用

ボ
ン
ド
、
筆
記
用
具
、
定
規
、

弁
当
、
飲
み
物
、
完
成
品
を
入

れ
る
袋 

□
受
付
期
間
　
６
月
１５
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
示
す
情
報
は
あ
り

ま
す
が
、
全
部
信
じ
て
よ
い
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
客
観
的
な
立
場
の
情
報

も
知
り
た
い
で
す
。

　

リ
ニ
ア
に
期
待
す
る
人
も
多
い
で

す
が
、
新
幹
線
駅
や
空
港
の
例
を
見

て
も
分
か
る
よ
う
に
、
予
想
通
り
に

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
の
残
土
処
分
な

ど
工
事
の
段
階
で
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
工
事
中
の
地
元
経
済
は
潤

う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
工
事
が
終
了

し
て
か
ら
の
地
域
の
将
来
像
な
ど
を

考
え
て
お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

明
確
な
見
通
し
が
な
い
と
、
工
事

後
の
地
域
が
生
活
し
に
く
い
所
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら

れ
ま
す
。
市
民
の
知
恵
が
生
か
せ
る

よ
う
な
市
政
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整

備
は
、
実
用
化
に
向
け
た
総

合
的
な
評
価
を
行
う
「
超
電
導
磁
気

浮
上
式
鉄
道
実
用
技
術
評
価
委
員

会
」
を
国
土
交
通
省
が
設
置
し
、
営

業
に
必
要
な
技
術
基
準
や
騒
音
を
含

む
沿
線
環
境
の
課
題
な
ど
を
議
論
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
関
か
ら
示

さ
れ
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
２４
年
６
月
に
リ
ニ

ア
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
を

策
定
す
る
「
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構

想
市
民
委
員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

全
国
の
成
功
例
や
失
敗
例
と
さ
れ
る

先
進
的
な
事
例
を
研
究
し
、
同
じ
過

ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
市
民
委
員

会
を
中
心
に
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
市
民
委
員

会
へ
報
告
す
る
と
同
時
に
行
政
内
部

で
も
認
識
し
、
今
後
の
市
政
に
生
か

せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
自
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム（
改
装
）

し
た
い
方
や
田
舎
で
暮
ら
し
た

い
方
、
古
民
家
を
利
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
学
び
た
い
方
な
ど

を
対
象
に
古
民
家
リ
フ
ォ
ー
ム

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
地
元
の
職
人
が
担

当
。
リ
フ
ォ
ー
ム
の
計
画
か
ら

大
工
技
術
ま
で
学
べ
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
―
１２
月
の
土
・

日
曜
日
か
土
曜
日（
１０
回
程
度
）

□
と
こ
ろ
　
三
郷
町
椋
実
地
内

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
▽
土
・
日
曜
日
＝

３
０
０
０
円
／
回
　
▽
土
曜
日

＝ 

１
５
０
０
円
／
回

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

　
　
　
　
三
郷
あ
ん
じ
ゃ
な
い

の
家
（
小
椋
）
志
０
８
０
―
５

１
５
２
―
１
９
５
５
、
死anj

ya71@
gm

ail.com

　
群
馬
県
に
あ
る
日
本
唯
一
の

サ
ー
カ
ス
学
校
が
、
串
原
に

や
っ
て
来
ま
す
。

　
地
域
の
方
と
の
交
流
と
し

て
、
サ
ー
カ
ス
の
練
習
を
見
学

で
き
た
り
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
に
体
操
教
室
が
開
か
れ
た
り

し
ま
す
。
プ
ロ
の
大
道
芸
も
行

わ
れ
ま
す
。

　
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
な
い

大
技
や
、
楽
し
い
大
道
芸
を
ど

な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

【
サ
ー
カ
ス
学
校
の
練
習
】

□
と
き
　
６
月
２４
日
㈪
―
３０
日

㈰
午
前
９
時
―
午
後
５
時
（
正

午
―
午
後
１
時
半
は
昼
休
み
）

【
体
操
教
室
】

□
と
き
　
６
月
２９
日
㈯
午
前
９

時
―
午
後
３
時

□
対
象
　
小
学
生
以
上

□
定
員
　
１０
人
程
度

□
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、

弁
当

□
料
金
　
１
０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

□
締
め
切
り
　
６
月
２１
日
㈮

【
大
道
芸
】

□
と
き
　
６
月
２９
日
㈯
午
後
４

時【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
奥
矢
作
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
矢
作

森
林
塾
志
５
２
―
２
４
１
１

　
蛍
の
育
つ
環
境
を
喜
び
、
世

代
を
超
え
た
交
流
を
深
め
る
蛍

鑑
賞
の
夕
べ
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
２９
日
㈯
午
後
７

時□
と
こ
ろ
　
宗
久
寺
駐
車
場

（
定
蓮
寺
川
）

※
雨
天
の
場
合
は
東
野
コ
ミ
セ

ン
で
開
催
し
ま
す

□
内
容
　
七
夕
の
短
冊
へ
の
版

画
刷
り
や
蛍
学
習
、
飲
み
物
や

駄
菓
子
、
お
も
ち
ゃ
の
販
売
な

ど　
　
東
野
コ
ミ
セ
ン
志
２
６
―

２
５
５
５

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら
一
斎

塾
で
は
、「
今
こ
そ
必
要
な
幼

児
期
家
庭
教
育
」
と
題
し
た
特

別
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
や

「
雀す

ず
め

百
ま
で
踊
り
を
忘
れ
ず
」

と
よ
く
昔
か
ら
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
人
間
関
係
や
社
会
生
活

が
複
雑
さ
を
増
す
現
代
に
あ
っ

て
、
幼
児
期
の
家
庭
教
育
の
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
１５
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
講
師
　
桐
井
雅
康
氏
（
元
岩

邑
中
学
校
長
）

□
料
金
　
２
０
０
円（
資
料
代
）

　
　
い
わ
む
ら
一
斎
塾（
鈴
木
）

志
０
９
０
―
８
１
３
５
―
２
４

２
１

申
・
問

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲祭りを盛り上げる作品

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報
広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲リニアを生かしたまちづく
りについて検討する市民委員

▲ササユリを見つけて記念撮影

サ
ー
カ
ス
学
校
が
や
っ
て

来
る

申
・
問

パ
ソ
コ
ン
の
７
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

古
民
家
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座

問

た
ん
ぽ
っ
ぽ
の
参
加
者

を
募
集

市
民
の
知
恵
を
生
か
し
た

リ
ニ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
を

東
野
ほ
た
る
祭
り
を
開

催

第
２
回
い
わ
む
ら
一
斎

塾
特
別
公
開
講
座

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
講

座
の
受
講
生
を
募
集

恵
那
き
り
絵
の
会
の
作

品
を
展
示

山
岡
さ
さ
ゆ
り
ま
つ
り

＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

問


